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アクセス



•名称 医療法人社団 偕生会 偕生病院
•所在地 神戸市西区持子3丁目２ʷ２
•設立年 昭和５５年岸本外科開設、その後平成１９年に現法人

となる
•従業員数 １７５名
•病床数 ８１床(一般病床３６床、地域包括ケア病床４５床）
•診療科目 内科・外科・整形外科・消化器内科・糖尿病内科・

循環器内科・脳神経外科・リウマチ科・
リハビリテーション科

•急性期一般入院料４ 地域包括ケア病棟入院料1



•患者さんに信頼される医療サービスを提供します。
•地域住民の健康と安心を支えます。
•全職員の物心両面の幸せを目指します。
•病院価値を高め、地域社会の発展に寄与します。

•良質で安全な医療の提供
•心のかよいあう地域連携の推進
•経営の健全化



•患者さんの安全を第一に考えます。
•規則を遵守し、基本に忠実に業務を遂行します。
•推測に頼らず、必ず確認をします。
•情報は漏れなく直ちに正確に伝えます。
•問題、課題に迅速かつ的確に対応します。
•常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦します。

私たちは、安全な医療サービスを追求するため、以下の行動規範
を徹底する。



時期 内容

2017年 1月 院⾧号令のもと、勤務環境改善推進チーム 発足
8名 院⾧／看護師⾧3人 ／主任（医事課、総務、放射線科、リハビリ）
毎月1回、委員会を開催

3～9月 勤務環境マネジメントシステム導入（いきいき働く医療機関サポートWeb（いきサポ））

・勤務環境セルフチェックリストを用いたアンケート実施
・アンケート結果を医療勤務環境改善支援センターに相談

ミッション 地域住民や友人に自信を持って紹介できる病院
ビジョン 仕事と生活を両立させて職員が大切にされている

と思える病院





時期 内容
2017年10月
～
2018年12月

目標：働き方・休み方の改善とし、下記の事を計画・実行
・職場改善に関して掲示板への掲示（会議室）
・新しい秋季もしくは夏期休暇の導入
・休憩場所の検討
・年次有給休暇の時間単位付与
・リフレッシュ休暇
・永年勤続の表彰
・電子カルテ導入及び有効活用
・有効な会議運営について

・年次給休暇の時間単位付与
「2018年度 取得人数合計 43人 取得時間合計 502時間」
・新しい夏期休暇
「2019年度 夏季休暇取得率 98.1%」
・表彰制度導入（永年勤続 院⾧賞）



2019年 働き方改革への対応…年次有休暇の取得 毎年5日

奇数月に委員会を開催（減少）．．．



• 反省
以前に従業員に対してセルフチェックを行い特に休み方に関しては
いくつか取り組んだが、その後のチェック、アクションに継続して
いけなかった。

• 再度の挑戦
あらためてセルフチェックを行い、何らかの取り組みを行いたいの
で、県医務課(兵庫県医療勤務環境改善支援センター)に相談したと
ころ、医療勤務環境改善アドバイザー（医療労務管理アドバイザー
兼務）を紹介いただいた。 (2019年3月）



時期 内容

2019年 3月 センターにセルフチェックの活用について相談

5月 医療勤務環境改善アドバイザーの訪問
院内でアンケートに使用するセルフチェックリスト検討

2020年 7月 セルフチェックリストを用いたアンケート実施（2回目）

9月 アドバイザーによる結果集計・分析

10月 結果から見た取り組むべき項目の抽出

12月 今後取り組む事項、担当者、実施時期の検討

今後 アクションプランに基づく改善の取組み



•病院全体として取り組むべき事柄は何か、それが明らかになれ
ばどのように取り組めばよいかについて支援をお願いしたい旨
を伝える。

•以前に実施した全職員対象のアンケートをわかりやすいものに
変えて実施することとした。

•アンケート結果の集計、分析、それに基づく取り組むべき事項
の提案をアドバイザーにお願いすることとした。

(2019年5月）



１ 職員区分は、管理職と非管理職に区分する。
職種別にすると個人が特定される場合もあ
るので、職種別にはしない。

２ 回答は5段階で、満足度と重要度について回答

３ 自由回答欄を設ける

6月～7月に実施(7月末締切り）

8月回収 一般職員106枚、管理職21枚
(全体の回収率73％）

9月中に集計、分析(アドバイザーにより実施）



•データ集計

管理職と一般職員及
び全体について集計

満足度と重要度を質
問ごとに集計し、平
均点を算出

仮指標を100点満点
で計算



偕成病院のセルフチェックリストによる結果分析（重要度と満足度の相関図）
全体

満足度 重要度

a1 3.7 4.5

a2 3.8 4.2

a3 3.6 4.0

a4 3.3 4.2

a5 3.3 4.2

a6 3.4 4.3

b1 3.9 4.1

b2 3.2 3.7

b3 3.0 3.6

b4 3.5 4.2

b5 4.1 4.3

b6 3.4 3.8

b7 3.9 4.1

b8 3.4 3.7

c1 3.0 4.0

c2 2.7 3.7

c3 3.0 4.0

d1 3.0 4.2

d2 2.6 4.1

d3 3.0 4.2

d4 3.3 4.1

d5 3.3 3.9

e1 3.7 4.2

e2 4.3 4.3

e3 3.5 4.0

e4 3.4 4.1

e5 3.0 4.0

e6 3.5 4.2

f1 3.2 4.2

f2 3.5 3.8
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重要度と満足度の相関図

重要度・満足度ともに
高く、良好

重要度が高いが、満足
度が低く、優先して取
り組むべき課題

偕生病院



Ａ＝相当程度に重要度が高く満足度がかなり低いもの。
この内、若干重要度が低いものをAʷ２とした

Ｂ＝A程度に重要度は高いが満足度がAよりは高いもの
Ｃ＝A及びＢ程度に重要度は高いが、満足度がA・Ｂよりは高いもの
Ｄ＝重要度は極めて高いが満足度も相当高いもの
Ｅ＝重要度は低いが満足度が極めて低いもの

偕生病院



• Aグループ
パワハラ、セクハラに対して独立した窓口の設置
院内での暴力行為に対する対処
職員の業務量軽減に関する経営側の検討

• Ｂグループ
給与制度のルール化
職員確保に対する経営側の努力
業務改善を行い、本来業務に専念できるよう各自の努力
職員の仕事量の適正化

• Ｃグループ
職員の業務に対する管理職の理解
職員本人の守秘義務の順守
医療事故等に対する組織的な対応



•１ 業務の見直し等について

•２ 委員会等について

•３ 患者対応等について

•４ 師⾧について



• アクションプランに以下の事項を盛り込み、計画的に勤務環境改善に取
り組みます。
１ パワハラ、セクハラ研修を行い、体制を整備する。
２ 業務量軽減に関する検討を行い、本来業務に専念できるよう労使
で取り組む。数多くある委員会等、効率的な運営を検討する。

３ 働きたい職場の実現を目指し、職員確保に努める。
４ 医療事故や院内での暴力に対し、組織的対応がとれる体制を整備
する。

• 取組みに当たって
①トップの方針の表明を行います。
②推進体制として衛生委員会が中心となって進めます。
③計画の実施に当たっては、ＰＤＣA(plan,do,check,action)の
手法により効果を実感できるよう努めます。


